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令和３年度 学校関係者評価実施報告書（まとめ用） 
 

学校番号 50 学 校 名 静岡県立島田工業高等学校 校 長 名 深澤 富士夫 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

 取組目標 成果目標 
自己

評価 

関係者 

評価 
意見 

ア 「自立・協働」の精神の
もと、生活習慣を確立し
人間としての基礎力を
育成する。 

挨拶ができる 
 
場に応じた制服の
着こなし 100％ 

Ａ Ａ 

島工生と学外でお会いした際、制

服をきちんと着こなしており大

変気持ちよかったです。 

校外で見かけても乱れた制服の

着方をしている子は見かけない

ので良いと思います。 

挨拶することが習慣になってい

て感心しました。 

挨拶、身だしなみ共にしっかりで

きている 

活動の成果が見られます。 

挨拶、服装も本校の日頃の成果が

出ているものと思う。継続して受

け継いでほしい。 

遅刻者１日１人以
内 

Ａ Ａ 

時間を守ることは良いことだと

思います。 

時間に対するけじめが身につい

ている。 

活動の成果が見られます。 

遅刻者 0.5人は評価できる。健康

管理の徹底指導を望む。 

こころと身体のチ
ェックリスト、学校
生活アンケートの
共有 

Ａ Ａ 

学校生活アンケートを共有して

いる点は高く評価できます。 

相談ができる環境は生徒が安心

すると思います。 

各部が情報共有し、随時対応でき

る体制は大変良い。 

状況に応じて対応しており評価

できます。 

情報を共有できていることは評

価できる。生徒の目線に合った指

導を望む。 

部活動への加入率
95％以上 

Ａ Ａ 

部活を通じて勉強以外に色々と

学ぶ事が出来るので良い傾向だ

と思います。 

高い加入率です。 

97.2%の加入率は良い結果です。 

家庭の事情で加入できない人も

いる可能性があるので、加入でき

ない理由も聞きたい。 
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全国大会出場 2 種
目以上 
東海大会出場 3 種
目以上 
県大会出場 12 部活
以上 

Ａ Ａ 

大変高成績を収められており優

秀であると思います。 

コロナ禍で大変な中、頑張ったと

思います。 

ものづくりコンテストの成績は

すばらしい。 

コロナの影響で活動が制限され

る中でも実績を残せたことは評

価できます。 

新体操に続く水泳、サッカー、弓

道、卓球、陸上部の活動が良かっ

た。 

「各種行事で協力
し合っている」と答
える生徒 90％以上 

Ａ Ａ 

コロナ禍で行事をやるのは大変

だったと思いますが行事ができ

て良かったと思います。 

コロナ禍の中、生徒自身が協力し

合い頑張ったことは大変意義深

い。 

前年比で肯定した内容が増加し

ており、主体的に取り組めまし

た。 

コロナで各種行事が中止・縮小に

なる中で、工夫・協力しながら実

施しているのでまとまりが出る

のかもしれない。 

図書館の利用者数
3000人 
 

Ａ Ａ 

最近各学校で図書館をおしゃれ

な本屋さんのようにアレンジさ

れているところが多いです。利用

者数が増えるそうです。 

高校生になると図書館を使うイ

メージがほとんどなかったので

3000 人はすばらしいと思いま

す。 

沢山の種類の本があって良いと

思います。 

すでに利用者が 3000 人を超えて

いる利用者が同じ人が多いとし

ても皆に愛されている証拠です。 

環境づくりに工夫されており活

動の成果が見られます。 

「親しみやすい図書館」「くつろ

ぎとなる図書館」定着するよう望

む。 

イ 学習習慣を定着させ、基
礎学力の向上とこれを
活用する能力の育成を
図る。 

家庭での学習平均

時間 60分以上 50％ 

 
Ａ Ａ 

家庭での学習平均時間は毎日コ

ンスタントに行われているでし

ょうか。 

家庭学習はとても大切なことだ

と思うので頑張ってください。 

もう少し率を上げたい。 
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指導の成果が見られる。 

資格試験取得など目標を持って

取り組んで欲しい。 

課題や提出物の提

出 95％ 

Ａ Ａ 

期日に間に合うように提出する

ことは大切なことだと思います。 

良い。 

満足できる指導が行われました。 

提出物の質の向上を指導して欲

しい。 

学習到達度判定に

おいて、Ｄゾーン生

徒の人数を減少さ

せる。 

Ｂ Ｂ    

補習授業があるとよいと思いま

す。 

もう少し頑張りたい。 

今後も生徒の向上心を高める活

動に期待します。 

家庭学習時間をもっと上げれば

Ｄゾーンが減少すると思うので

家庭学習の確保に注意を払いた

い。 

教育用ｸﾗｳﾄﾞｻｰﾋﾞｽ

を授業や部活動で

活用している教員

50％以上 

Ａ Ａ 

GoogleWorkSpace を利用されて

いるとの事、良い試みであると思

います。 

良いことだと思います。 

徐々に浸透してくると思う。 

ＩＴ活用は人により格差がある

と思います。より活用を進めてい

ってください。 

ＧＷＳの研修をより粘り強く実

施してほしい。 

校内研修や学習会

へ３回以上出席す

る。 

Ｂ Ｂ 

コロナ渦で仕方ないと思います

が、3回以上出席していただきた

いです。 

良いことだと思います 

コロナ禍の中、研修会等は参加し

にくい年です。 

参加しなかった(出来なかった)

理由はあるのでしょうか。 

参加率のさらなる向上を図られ

るようなテーマの選定や環境づ

くりを期待します。 

全く参加しない人の意識改革を

望む。参加して理解を深めるべ

き。 

ウ 将来の工業技術者とし
て必要な基礎知識と技
術を身に付けさせ、高度
な技術に挑戦する意欲
を育てるとともに、国際
理解教育を進める。 

課題研究論文集を
作成し、校内での情
報共有を図る。 

Ｂ Ａ 

論文集をデジタル化されると校

内だけでなく校外の方々とも共

有できると思います。 

班ごとに一つの課題に打ち込む

ことは良いことだと思います。 

建築科の模型製作はすばらしか

った。 
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論文集の作成と引継ぎプレゼン

を実施し情報は共有できている

と思う。 

実際に物を製作したり協同作業

に取り組めるので生徒のモチベ

ーションを高めるためにも良い

と思います。 

課題研究は良くできていると思

う。 

１人１資格以上の
取得（合格）。ｼﾞｭﾆ
ｱﾏｲｽﾀｰにおいて、各
科ｺﾞｰﾙﾄﾞ・ｼﾙﾊﾞｰ合
せて４名以上取得
する。 

Ａ Ａ 

努力して資格を取ることは良い

事だと思います。 

どんな資格においても取得する

のは大変であり、皆努力している

ことがすばらしい。 

ほとんどの生徒が１つ以上の合

格をしているとともに努力をす

る生徒が多い 

コロナ禍で受検に向けた準備が

大変だったと思う。引き続き取り

組みを期待します。 

Ｊ科以外でも資格を取得する人

が増えることを望む。資格の大切

さを指導して欲しい。 

工業系各種県大会
において５団体以
上が上位入賞する。 

Ａ Ａ 

上位入賞おめでとうございます。

素晴らしい高成績であると思い

ます。 

努力の結果だと思います。 

ものづくり大会以外においても、

それぞれ努力している事がすば

らしい。 

各種大会に向けの積極的な取り

組み成果として現れており評価

できます。 

全科幅広く挑戦していると見受

けられる。より進んだ技術を身に

付けられるよう望む。 

エ ３年間を見据えた進路
計画に基づき、個に応じ
た進路目標の設定とそ
の達成を目指す。 

学校紹介就職内定

率 100％ 

Ａ Ａ 

コロナ禍で就職が厳しい中、

100％の内定率はすばらしいで

す。 

先生の指導のお陰だと思います。 

毎年 100％の内定就職は大変良

い事。教員の指導に頭が下がりま

す。 

目標を達成しており評価できま

す。 

就職内定 100%は評価。離職を避

ける為、何をやりたいか、何が自

分に適しているか、生涯の仕事と

して企業を選択する判断する力
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を日頃から養うことが大切。 

公務員試験合格者

延べ 20 名以上とす

る。 

Ｂ Ａ 

総勢 11 人が受験され、県庁と市

役所の両方から内定をもらえた

女子 1 名という結果はすばらし

いと思います。 

公務員試験希望者の補習を２年

生頃から始めた方が合格者が増

えると思いました。 

目標の半分以下の 8名であるが、

募集人数の関係もあり教員、生徒

共によく頑張った結果です。 

ほとんどの希望生徒は合格した。

(目標 20 名は希望数なのか？) 

状況により募集の増減もあり、一

定の目標設定に難しさも感じま

す。日頃からの指導継続に期待し

ます。 

年度によって募集人数が異なり、

単に人数比較評価が難しい。Ⅰ類

生徒の受験意欲を高めてほしい。 

国公立大学への受
験者が前年度を上
回る。 

Ｂ Ｂ 

国公立大学への受験者を増やす

という目的が不明確であるよう

に思えます。 

良い傾向だと思います。 

進学校ではないのでやむを得な

い。 

大学受験が目的になってはいけ

ない。将来、何の仕事をしていき

たいか？そのために大学は 1 つ

の手段として評価するのでは。 

学習・教育の積み上げの成果とす

れば早いうちからの意識づけの

機会も必要と感じます、。 

個の能力を高める為に適切な指

導を望む。高い目標を達成してほ

しい。 

生徒ｱﾝｹｰﾄにおい
て、進路目標の早期
作成に取組んでい
る と 答 え る 生 徒
83％以上とする。 

Ａ Ａ 

良い事だと思います。 

２年生からのＩＴ企業見学はそ

の後の１年間の気持の持ち様が

変わる。進路先の情報提供は大事

である。 

実際の働く現場を見せることで 

、各自の目標意識も高まり良いと

思います。 

進路先の情報提供と準備活動の

動機づけができていることに評

価。今後も続けて欲しい。 
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上級学校進学希望
者 100%実現。進学
者のうち総合型選
抜受験者が前年度
を上回る。 

Ｂ Ｂ 

良い事だと思います。 

受験者の準備に関わる部分が大

きい。 

ほぼ希望(目標)通りであるため 

受験指導のシステム構築など課

題の改善に期待します。 

成績下位者への指導は大変であ

るが、生徒に寄り添った指導を期

待。 

オ 教職員が豊かな知識や
高い技術を身に付け、生
徒に社会生活を営む上
での幅広い知見を身に
付けさせる。 

安全意識、防災意識
を高めるための、学
期ごとの講話等を
行う。 

交通 

Ｂ 

 

Ｂ 

講話でなくても e-Learning とい

う方法も良いと思います。 

集会ができない時はビデオを見

るのも良いと思います。 

コロナ禍の中、集会制限があり仕

方なし。 

コロナ禍で制限された部分もあ

り、コロナ対策の上での活動をお

願いします。 

街頭指導をもう少し増やしてほ

しい。 

防災  

Ｂ 

 

Ｂ 

講話でなくても e-Learning とい

う方法も良いと思います。 

訓練は日頃からやっておいた方

が良いと思います。 

防災訓練はどんな形であれ年１

回は必要。実施できたことは良か

った。 

コロナ禍で制限された部分もあ

り、コロナ対策の上での活動をお

願いします。 

防災訓練にもっと参加するよう

呼び掛けて欲しい。危機管理意識

が高まる。 

校内環境整備の徹
底と、資源の節約意
識を定着させる。 
 

Ａ Ａ 

ＳＤＧs への取り組みに繋がる

取り組みであると思います。 

一人一人が節約に心掛けすれば

節約できると思います。 

空調が整備された。 

環境整備も計画的に進められて

おり評価できます。 

空調の導入で快適な環境で学習

できる幸せを感じて感謝する気

持ちを指導して欲しい。 

校内研修を５回以
上実施する。 

Ａ Ａ 

機会がありましたらＩＣＴ活用

の研修等貢献したく思っていま

す。 

良いと思います。 

ＩＣＴの研修を７回実施したこ

とは大変すばらしい。 
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実施が難しい中でもＩＣＴ活用

も進んでおり評価できます。 

ＩＣＴの活用が進み評価。今後も

継続を望む。 

カ 教育の情報化等の整備
を進め、教育の質を確保
しつつ業務改善を推進
しその適正化を図る。 

生徒ｱﾝｹｰﾄにおい
て、「ICT を取り入
れた授業に努めて
いる」と答える生徒
80％以上とする。 

Ｂ Ａ 

「ＩＣＴを取り入れた授業に努

めている」という文言は答えにく

いと思います。「〇〇する時に△

△(ICT)を利用している」といっ

たように具体的な文言にされて

はいかがでしょうか。 

良いと思います。 

高い率でＩＣＴを取り入れた授

業を実施していることは大変良

い。 

80％以上であったため。 

目標達成しており評価できます。 

ＩＣＴを取り入れたと答えた生

徒が 80･2%と向上したが、さらに

上を目指して努力して欲しい。 

休暇取得促進日を
９割以上の職員が
取得する。 

Ｂ Ｂ 

良いと思います。 

計画的な取り組みで取得可能と

思われる。 

積極的な取り組みをお願いしま

す。 

取得割合が少ない原因を分析し、

対応策を講じて欲しい。 

キ 地元小学校・中学校、保
護者、地域住民と積極的
に連携することをとお
して、信頼される学校を
目指す。 

地元小・中学校への
出前授業やものづ
くり教室を年７回
以上実施 
 

Ｂ Ｂ 

プログラミング講座開催の取り

組みは良い試みであると思うの

で、ぜひオンラインでの開催もチ

ャレンジしてみてください。 

地域のボランティア活動は良い

事だと思います。 

コロナ禍の制約の多い中、出来る

範囲で十分実施した。 

コロナ禍で満足のいく活動では

なかったと思います。今後も取り

組みを期待します。 

コロナ禍で回数減はやむを得な

いと思う。出前授業で得た経験は

将来役に立つと思うので継続し

て取り組んで欲しい。 

理事会、ＰＴＡだよ
りを通して確実に
情報を公開する。保
護者参加行事の環
境を整える。 Ｂ Ｂ 

Withコロナ、afterコロナに向け

てオンラインでの開催環境も整

えていかれると良いと思います。 

ほぼ活動することなく終わって

しまった 1年でした。 

コロナ渦でも対策を考えて行事

が出来たらよいと思います。 

コロナ禍の折、保護者が制約を受
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けるのはやむを得ない。 

コロナ禍で満足のいく活動では

なかったと思います。今後も取り

組みを期待します。 

コロナ感染防止上、自粛はやむを

得ないと思う。こういった時こそ

ＰＴＡの原点に返って考える時

かもしれない。 

保護者ｱﾝｹｰﾄで｢ﾎｰﾑ
ﾍﾟｰｼﾞは定期的に更
新している｣と答え
る保護者の割合が
80％、島工通信を年
５回以上発行する。 
 
(2 月に 11 号発行) 

Ａ Ａ 

ホームページ以外にもＳＮＳで

の発信もぜひチャレンジしてい

ただきたいです。Twitterよりも

LINE の方が利用率が高まるかと

思います。 

良いと思います。 

島工通信９回の発行は立派です。 

目標 80％に対して 69.1%であっ

たが、島工通信は９回発行であっ

た。 

目標未達であり積極的な活動を

期待します。 

ＨＰの更新内容・方法を考える事

も必要かもしれない。島工通信は

９回発行できたこと評価。 

根絶に向けての研
修を 10 回以上実施
する。 

Ａ Ａ 

「LINE ビジネス」を登録された

らいかがでしょうか。 

良いと思います。 

継続して実施している。 

外部講師を招くなど工夫されて

おり評価できます。 

12 回研修できたこと評価。継続

して欲しい。 

 


